
鴨川環境保全区域内の動きについて

１ 鴨川環境保全区域の遊休土地の利用要望について

鴨川環境保全区域の遊休土地の利用要望が提出されております。

①遊休土地の概要 面積 約 8,300 ㎡

②要望内容 鴨川の景観と環境を守るため、遊休土地を自然公園とし

て整備すること
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２ 鴨川環境保全区域の行為について

○鴨川条例第９条第１項に定められた行為に係る許可申請が出されております。

○許可申請を審査する基準を現在策定中。この申請も同審査基準により審査を行う

予定。

＜鴨川条例の抜粋＞

（鴨川環境保全区域の指定）

第８条 知事は、鴨川等の清流を守るため、鴨川等の区域（鴨川等に係る河川法第６条第１項に規

定する河川区域をいう。以下同じ。）に土石等が流入することを防止する必要があると認める

ときは、鴨川等の区域に隣接する一定の区域を鴨川環境保全区域として指定することができ

る。

２ 知事は、鴨川環境保全区域を指定するときは、規則で定めるところにより、その旨を公示

しなければならない。これを変更し、又は廃止するときも、同様とする。

（鴨川環境保全区域内における行為の制限等）

第９条 鴨川環境保全区域内において、次に掲げる行為をしようとする者は、規則で定めるところ

により、知事の許可を受けなければならない。ただし、規則で定める行為については、この

限りでない。

(1) 土地の掘さく、盛土又は切土その他土地の形状を変更する行為

(2) 工作物の新築又は改築

２ 相続人、合併又は分割により設立される法人その他の前項の許可を受けた者の一般承継人

（分割による承継の場合にあっては、その許可に係る土地若しくは工作物又は当該許可に係る

工作物の新築等をすべき土地（以下この条において「許可に係る土地等」という。）を承継

する法人に限る。）は、被承継人が有していた前項の規定による許可に基づく地位を承継する。

３ 第１項の許可を受けた者からその許可に係る土地等を譲り受けた者は、当該許可を受けた

者が有していた当該許可に基づく地位を承継する。同項の許可を受けた者から賃貸借その他

により当該許可に係る土地等を使用する権利を取得した者についても、当該許可に係る土地

等の使用に関しては、同様とする。

４ 前２項の規定により地位を承継した者は、その承継の日から 30 日以内に、規則で定めると

ころにより、その旨を知事に届け出なければならない。

 資料４

-7-


